
□

足
尾
銅
山

の
時
代

な
ら
と

に

か
く

〃
約

束

時

代

"

の
今

日
、
公
害
問
題
で

シ
ョ
ッ
キ

ソ
グ
な

ニ

ュ
ー

ス
は
珍
し

い
。
十
勝
管
内
中
札
内
村

の
南
十

勝
合

理
化
デ

ン
プ

ソ
工
場
は
、
紳
士
協
定
を
破

っ

て
不
始
末
を

く
り

返
し
、
農
協
不
信

の
厚

い
壁
を

作

っ
た
。

し
か
し
、
結
果
的

に
は
不
始
末

の
代

償

と
し
て
操
業

二
年
目

の
四
十
四
年
、

二
億
六
千
万

円

の
設
備
費
を

か
け

タ
ン
パ
ク

(
濃
液

廃
液

)
と

デ

ン
プ

ン
カ

ス
を
完
全
回
収
し
て
家
畜
飼
料

に
加

工
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ

で

一
応
、
札
内
川
か
ら
廃
液

不
法
放
流
の

心
配

は
去

っ
た
。
河
川
公
害

は
、

こ
れ

か
ら
も
予

想
さ
れ

る
。

こ
れ
以
上
、
河
川

の
自
然
を
失
う

こ

札

内

川

か

ら

の

報

告

デ

ン

プ

ン

公

害

始

末

記

1

と
は
、
北
海
道
か
ら
北

海
道

ら
し
い
河
川
を
喪
失

す
る
に
等
し

い
。
以
下
は
、
公
害
記
者

の
札
内
川

斎

藤

禎

現
地
報
告

〃
デ

ン
プ

ソ
公
害

始
末
記
"

男

寒
地
農
業
の
旗
手
ジ
ャ
ガ
芋

騒
動
は
、

こ
ん
な
風
に
始
ま

っ
た
。

四
十
三
年
十

一
月
二
十
三
日
午
前
十

一
時

こ
ろ

編
集
部
の
電
話
が
鳴

っ
た
。

こ
の
日
は
、
勤
労
感

謝

の
日
。

二
日
連
休

の
初

日
。
あ

い
に
く

の

--
出

番
"
。
出
勤
前
、

コ
ー

ヒ
ー
屋

に
寄
り
、
ぼ
ん
や

り
時
間
を
楽

し
ん
で
来

た
ば

か
り
だ

っ
た
。

「
と

に
か
く
急

い
で
く
る
よ
う

に
」
情
報
網

で
あ
る
。

サ
ケ
、

マ
ス
関
係
者
が
自
衛
手
段

と
し

て
組
織

し

て

い
る
汚
濁
防
止
協
議
会

の
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
が
、

夜
陰

に
乗

じ
て
デ

ソ
プ

ソ
廃
液
を
札
内
川

へ
放
流

し

て

い
た

11
現

場

--
を
押

さ

え

た
f

と

い
う

の

だ
。
協

議
会
事
務
所

へ
顔
を
出

し
、
そ

の
足

で
中

札
内
村

へ
車
を
走

ら
せ
る
。
工
場
長
は
、

い
や
な

顔

を
す
る
だ
ろ
う
ー

そ

ん
な

こ
と
を
考
え
る
。

帯

広
-

中
札
内

は
車
で
約
四
〇
分
。

〃
現
場
11
を

撮
影

し
た
フ

ィ
ル
ム

一
本

が
ポ
ケ

ッ
ト
に
あ
る
。

朝
刊
締

切
時
間

ま
で
、
た

っ
ぷ
り
取
材
時
間

は
あ

っ
た
。

十
勝

地
方

は
、
純
畑
地
帯
。
代
表
格

が
、
豆
類

で
年
間

の
生
産
金
ざ

っ
と

=

一〇
億
円
。
北
海
道

全
体

の
五
〇

%
を
占
め
る
。
冷
害

が
続

い
て
耐
冷

性

に
乏
し

い
豆
類
が
、
な

か
ば
強
制
的

に
減
反
さ

せ
ら
れ

、
こ
れ

に
代
わ

っ
て
ジ

ャ
ガ
芋
、
ビ

ー
ト

の
寒
冷
地
作
物

が
、
あ
た
か
も
旗
手
の
ご
と
く
登

場
し
た

の
は
四
十
年

こ
ろ
か
ら
。
三
十
九
年

の
大

冷
害

が
、

い
わ
ば
転
換
点

に
な

っ
た
と
い
え

る
。

自
然
サ
イ
ド
か
ら
い
え
ば
、

ジ
ャ
ガ
芋
、
ビ

ー
ト

の
両

工
ー
ス
、
ま

っ
た
く
、

い
や
な
相
手
。
河
川

を
汚
す

こ
と
、
お
び
た
だ
し

い
。

当
初
、
十
勝

に
は
、
士
幌
農
協
合
理
化
デ

ソ
プ

ソ
工
場

し
か
な

か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
小
工
場

は

あ

っ
た

が
、
年
間
二
〇
〇
万
俵

(
一
俵
六
〇

キ

ロ

グ
ラ

ム
)
処
理

の
合

理
化
工
場
に
比
較
す
る
と
、

二
〇
分

の

一
程
度
。

そ
れ
が
現
在

で
は
、
東
部

十

勝
合
理
化
工
場
を
ふ
く

め
て
四
工
場

に
ふ
え
た
。

北
海
道

に
合
理
化
工
場

と
呼
ば
れ

る
工
場
約

四
〇

工
場
。

つ
ま
り
、

一
〇

%
を
十
勝

で
占
め

る
計
算

で
あ

る
。

二
〇

万

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
作
地
帯
。

こ
の
ほ
ぼ

中
心
点

に
人
口
十
三
万

の
帯
広
が
位
置

し
、
放
射

状

に
国
道
が
走

る
。
交
通
の
主
役
が
鉄
道

か
ら

ア
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ス
フ
ァ
ル
ト
国
道

に
変

わ

っ
て
も
土
地

の
人

は
、

昔

ど

お
り

に

〃
上

り
線

"

〃
下
り
線
"

〃
広

尾

線

"

と
い

っ
た
呼

び
か
た
を
す
る
。
南
十
勝
合
理

化
デ

ン
プ

ソ
工
場

は
、

こ
の

11
広
尾
線
11
五
農
協

が
、
共
同
使
用
を

口
的

と
し
て
建
設
し
た
。

〃
史
上
初
"
の
十
勝
漁
民
大
会

工
場

の
建
設
場
所

が
、
中
札
内
村

の
札
内
川
敷

地

と
決

ま

っ
た
段
階

ま
で
帯
広
市
は
、
ま

っ
た
く

ツ
ソ
ボ
桟
敷

に
置

か
れ

た
。
農
協

側
も
十
勝
支
庁

も
サ
ケ
、

マ
ス
対
策

だ
け
に
終
始
し
て
い
た
。

こ

れ

が
、

四
十

三
年

三
月
。
中
札
内
農
協

(
梶
浦
福

督
組
合
長
)
を

リ
ー
ダ

ー
格

に
国
の
農
業
構
造
改

善
事
業
費
を
導
・入
、

二
億

五
千
万
円
の
工
費

で
年

間

八
○
万
俵

(
四
万

八
千

ト

ソ
)
の
原
料
処
理
を

計
画
し
た
。

農
協

は
、
水
利
権

を
持

っ
て
い
る
帯
広
市
、
大

津
漁
協

な
ど
の
同
意

を
得
な
け
れ
ば
工
場
を
新
設

で
き

な

い
。

と

こ
ろ
が
四
月
中
旬

に
な

っ
て
、
話

し
合

い
が

つ
い
て
い
な

い
の
に
工
場
建
設
が
始

ま

っ
た
。
農
業
構
造
改
善
事
業
は
事
前
着
工
を
認
め

て

い
な

い
。
事
前

の
着
工
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
補

助
は

つ
か
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
あ
わ
て
た
十

勝
支
庁
は
、
支
庁

長
名
で
工
事

の
中

止

を

命

じ

た
。

こ
の
あ

た
り
か
ら
雲

ゆ
き
が
怪

し
く
な

っ
て

く

る
。

五
月
二
十
七
日
、
帯
広
市
民
館
は
、
時
な
ら
ぬ

大
漁
旗

で
に
ぎ

わ

っ
た
。

--
史
上
初

"
の
十
勝

漁

民
大
会

に
は
三
五
〇
人

の
サ
ケ
、

マ
ス
業
者
が
大

津
、
広
尾
な
ど
か
ら
集

ま
り

「
第

二
の
石
狩
川

に

す
る
な
」
と
市
中
デ

モ
行
進
、
十
勝
支
庁

に
押

し

か
け
た
。
帯
広
市
民

の
飲
料
水

は
、
札
内
川
の
伏

流
水
。
札
内
川
の
水
質
が

〃
口
本

一
11
の
折
り
紙

付
き
と
あ

っ
て
塩
素
殺
菌
だ
け

で
浄
化
設
備
を
持

た
ず
、
上
水
道
と
し
て
給
水
し
て

い
る
。

〃
日
本

一
11
に
つ
い
て

は
、
配
水
池

へ
入
れ
な

い
で
ス
ト

レ
ー
ト
で
給
水
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
も
解
か
る
。
給
水
人

口
七
万

二
千
人
。
年
間

四
千
人

の
人
口
増
加

の
た
め

に
給
水
人
口
を

お
よ

そ
倍

の
十
三
万
人

に
ふ
や
す
計
画
を
立

て
、
五
月

か
ら
工
事
を
始

め
た
。
集
水
地

で
あ

る
同
市
稲
田

町

の
札
内
川
に
直
径

一
・
ニ

メ
ー
ト

ル
の
穴
あ
き

ヒ

ュ
ー
ム
管
を
河
床
下
五

メ
ー
ト

ル
に
敷
設
、

こ

こ
か
ら
飲
料
水
を
ポ

ン
プ
ア

ッ
プ
す
る
。
ち

ょ
う

ど
札
内
川
を
横
切
る
形

で

ヒ

ュ
ー

ム
管
が
埋
め
ら

れ

る
わ
け
。
上
流

で
デ

ン
。フ
ソ
廃
液
を
放
流
さ
れ

た
ら
、

一
体
ど
う
な
る
。
帯
広
市
も
黙

っ
て
い
ら

れ
な
く
な

っ
た
。

工
場
下
流
に
ふ
化
場
、
水
源
池

十
勝
は
、
年
間
降
雨
量

一
、
○
○
○

ミ
リ
を
割

る
。
ド

ラ
イ
ゾ
ー

ン
で
あ
る
。

こ
と
に
札
内
川
は

流
量
が
少
な
く
、
水
産
庁
サ
ケ
、

マ
ス
ふ
化
場
十

勝
支
場

の
四
十
年

か
ら
三
年

連

続

調

査

に

よ
る

と
、
枯
水
期

の
最
低
記
録

は
、
毎
秒

ニ
ト

ン

(
月

平
均
値
)
通
常
が
同

一
五
～

二
〇

ト

ン
だ
か
ら

一

○
分

の

一
程
度

に
落

ち
る
。
札

内
川

の
水
源

は
、

日
高
山
脈
。
融
雪
期

に
は
増
水
す
る
が
、

こ
の
時

期
を
見
計
ら

っ
て
デ

ン
プ

ン
廃
液

を
放
流
す

る
た

め
に
は
、
冬
期
間
、
廃
液
を
貯
溜

し
て
置

か
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

工
場
新
設
は
、
強
引

に
進

め
ら
れ
た
が
、
結

局

は
、
激

し

い
凍
結

が
事
故

に
拍
車
を

か
け
る

こ
と

に
な
る
。
札
内
川

は
、
ほ
ぼ
南

へ
直
線
的

に
さ
か

の
ぼ
り
、
工
場

の

一
〇
キ

戸
メ
ー
ト

ル
下
流

に
サ

ケ
、

マ
ス
ふ
化
場
十
勝
支

場
、

二
ニ
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
下
流

に
帯
広
市

の
水
源

が
あ

る
。
ふ
化
場
は
、

ヌ

ッ
プ

リ

マ
ッ
プ
リ
川
と
呼
ば
れ
る
湧

水
川
を
使

用
し
て

い
る
が
、

こ
の
湧

水
川
は
、
札
内

川
に
並

行

し
て
工
場

の
ニ
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
下
流

で
切
れ

て

い
る
。

ヌ
ッ
プ
リ

マ
ッ
プ

リ
川

に
廃
液

が
流
れ
込

ん
だ

ら

一
億
尾

の
サ
ケ
稚
魚
は
、
そ
れ

こ
そ

一
網

打
尽

で
あ

る
。
漁

民
た
ち
が
、
赤
や
青
色

の
大
漁

旗
を
帯
広
市

へ
持

ち
込

ん
だ
気
持
ち
も

理
解

で
き

よ
う

と
い
う
も

の
だ

っ
た
。

五
月

に
は

い
る
と

「
帯
広
市
民

の
飲
料
水

に
影

響

か
」
と

い
う
内
容

の
記
事
が
、
各
新
聞
を

に
ぎ

わ
し
始
め
た
。
帯
広

は

〃
お
い
し
い
空
気
と
清

い

水
11
が
、
キ

ャ
ッ
フ
レ
ー
ズ
。
菓
子
屋
が
宣
伝
文

句

に

〃
お

い
し
い
空
気
11
な
ど
と
使
う
土
地
柄
。

札
内
川
デ

ン
プ

ン
工
場
建
設
す
る
の
を
中
止
さ
せ

よ
う
ー

ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
市

民

の
動
員

は

、

相
手
が
積
極
的
だ

っ
た
。
菓
子
屋

の
主
人
も
主
婦

も
、
み
ん
な
が
反
対
し
た
。
市
議

に
動
員

を
か
け

た
狙

い
は
当

初

成

功
し
た
。
市

議
会
も
動
き
始

め
、
全
市
的
な

ア

ン
チ

・
デ

ン
プ

ソ
運
動

に
な
る

か
に
見
え
た
。

ツ
ン
ボ
桟
敷
の
帯
広
市
、
畜
大

こ
の
間
、
開
発
局
土
木
試
験
所
。
道
立
地
下
資

源

調
査
所

の
公
式
見
解

が
居

い
た
。
札
内
川
の
地

質

が
、
砂
利
層

で
あ
る

こ
と
は
、
地
元

の
人
達
が

よ
く
知

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
新
聞

は
、
専
門
官

の
見
解

で
な
け
れ
ば
、
正
し
い
と
し
な

い
。
開
発

局
土
木
試
験
所
な
ど
の
資
料
は
、
こ
の
意

味
で
欠

く
こ
と
が
で
き

な
か

っ
た
。
四
十
三
年
五
月

一
日

付
け
回
答
は
、
地
質
資
料

に
も
と
つ

い
た
調
査
結

果

で
土
木
試
験
所

は

「
札
内
川
の
地
層
は
、
地
下

二
〇
～

一
〇
〇

メ
ー
ト

ル
と
い
う
深

い
層

に
粘

土

層
が
あ
り
、
そ

の
上

の
砂
利
層

に
伏
流
水
が
、
広

く
流
れ
て

い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
現
在
の
ふ
化
場

用
水
は
、
伏
流
水

の
湧

い
て
い
る
も

の
と
認
め
ら

れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
伏
流
水
が
お
よ
ぶ
範
囲
で

デ

ソ
プ

ソ
貯
溜
池
を
設
け
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て

危
険
で
あ

る
」
と
指
摘
、
地
下
資
源
調
査
所
も
砂

利
層
で
あ

る
こ
と
を
あ
げ

て

「
廃
液

は
流
出
す
る

公
算

が
強

い
。
被
害

が
起
き
な

い
と
考
え
る
こ
と

は
困
難
」
と
判
断
を
示
し
た

、
新
聞
記
者

に
と

っ

て

こ
れ
ほ
ど

の
励
ま
し
は
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
話

し
は
、
そ
う
単
純

で
は
な
か

っ

た
。
五
月
四
日
、
帯
広
開
発
建
設
部

で
開
か
れ
た

三
回
口

の
十
勝
公
害
防
止
対
策
協
議
会
で
道

の
代
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表

(農
協
代
表

で
は
な

い
)
は

「
ゴ
ン
ク
リ
ー
ト

は
、
水
に
お
か
さ
れ
易

い
。
厚
さ
三
十

セ
ン
チ
の

良
質
粘

土
を
使

っ
て
土
木
工
事
を
す
れ
ば
、
貯
溜

池
か
ら
廃
液

の
浸
透
す
る

の
は
防
ぐ

こ
と
が
で
ぎ

る
」
と
の
判
断
を
示
し
た
。

こ
の
日

の
協
議
会

に

初
め
て
帯
広
市
も
出
席
し
た
が
、
話
し
合

い
は
平

行
線
を
た
ど

っ
た
。
帯

広
畜
産
大
学
公
衆
衛
生
教

室

も
、

こ
の
日
が

11
初

日
11
だ

っ
た
。

第

一
池
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
が
破
損

こ
れ

ま
で
ツ

ン
ボ
桟
敷

に
置

か
れ

て
い
た
帯
広

市
や
帯
広
畜
産
大
学
も
、
や

っ
と

出

席

要

請

さ

れ
、
公
害
協
議
会

は
形
を
整

え
、
札
内
川
が
危
険

な
ら
大
樹
町
を
流
れ

る
紋
別
川
に
工
場
を
移
設
し

て
は
ど
う
か
ー

と

の

〃
次
善

の
策
11
も
示
さ
れ

た
。
六
月

に
は
い
り
、
問
題
は
、
政
治
的
な
解

決

で

一
気

に
水
利
権
者

の
同
意

と
な

っ
た
。
急
転
で

あ

っ
た
。

工
場
が
、
予
定
ど

お
り
建
設
さ
れ
、
デ

ン
プ

ン

廃
液

を
春

の
増
水
期

ま
で
貯
溜
す
る
池

三
而

(貯

溜
能

力
四
万

五
千

ト

ソ
)
が

完

成

し

た
。

し

か

し
、
良
質
粘

土
に
変
わ

っ
て
薄

い
ポ
リ

エ
チ

レ
ン

布
が
、
浸
透
防
止

に
使
わ
れ
た
。
良
質
粘
土

は
、

捜
し
て
も
見
当

た
ら
な

か

っ
た
と

い
う
。
九
月
上

旬
、
工
場
は
操
業
を
開
始
し
た
。
新
聞

記
者
も
、

や

っ
と
南

十
勝
合

理
化
デ

ン
プ

ン
工
場

か
ら
解
放

さ
れ

た
よ
う
だ

っ
た
。
そ
し
て
十
月
。
廃
液

の
第

一
貯

溜
池

(
一
万

二
千

ト

ン
)
が
破
損

し
て
、

こ

れ

を
第

二
貯

溜

池

(
一
万

五

千

ト

ン
)

へ
移

し

た

と

い
う
報

告

芦

は

い

っ
た
。

被

覆

ポ

リ

エ
チ

レ

ン

に
穴

が
あ

い
た

と

い
う

。

11
何

か

11

が
、

ま

た

、

ぶ

り

返

し

た
感

じ

だ

っ
た
。

不
法
放
流
の
現
場
を
押
え
る

予
想
ど

お
り
だ

っ
た
。
操
業
開
始
七
〇
日
目
、

十

一
月

二
十

二
日
の
夜
、
汚
濁
防
止
協
議
会

の
バ

ト

ロ
ー
ル
隊
が
、
札
内
川

ヘ
パ
イ
プ

(直
径

五
セ

ン
チ
)
を
使

っ
て
デ

ン
プ

ソ
廃
液
を
放
流
し
て
い

る
現

場
を
押
さ
え
た
。
計
算

で
は
、
四
千
ト

ソ
近

い
廃
液

が

〃
消
え
て

い
た
11
。
夜
陰

に
乗
じ
て
、

こ

っ
そ
り
廃
液
を
流
す

シ
ョ

ッ
キ

ン
グ
な

ニ
ュ
ー

ス
が
、
全
道
に
報
道
さ
れ
た
。
話

は
、

こ
れ
だ
け

で
終
わ
ら
な
か

っ
た
。

不
法
放
流

の
五
日
後
、

二
十
七
日
、
工
場
を
調

査

し
た
十
勝
支
庁
係

り
官

に
よ

っ
て
今
度

は
、
廃

液
を
送

る
、
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
パ
イ
プ
が
何
者

か
に

よ

っ
て
折
ら
れ
、
廃
液

が
川
原

へ
流
れ
込
ん
で
い

た
事
実
が
発
見
さ
れ
た
。

パ
イ
プ
を
折
る
に
は
、

二
～

三
人

の
力
が
必
要
だ

ろ
う
ー

こ
ん
な
結
論

し
か
出
な

か

っ
た
。
も
ち
ろ
ん

〃
犯
人
不
明
11
で

あ

る
。
帯
広
市
、
大
津
漁
協

が
水
利
権

の
同
意

を

与

え
る
際

「
問
題
が
発
生

し
た
時

は
、
た
だ
ち
に

操
業

を
停

止
さ

せ
る
」
約
束
だ

っ
た
。
約
束

の
責

任
者

は
、
道
公
害
課
、
帯
広
開
発
建
設
部
な
ど
。

緊
急

の
協
議
会
が
開
か
れ

た
が
、
結
局
、
操
業
停

止

一
日
間

で
ケ
リ
が

つ
い
た
。
農
業
王
国

の
公
害

問
題
は
、

こ
う
し
た
ケ
ー

ス
が
多

い
。

こ
の
年

の
秋
、
水
質
審
議
会
十
勝

川
部
会

が
、

帯
広
市
民
会
館

で
開
か
れ
た
。
主
催
者
で
あ

る
経

企
庁
か
ら

「
十
勝

で
デ

ソ
プ

ン
公
害

の
対
策

が
見

い
出
さ
れ
ば
、
北
海
道
全
体

の
問

題

が
解

決

す

る
。
良

い
考
え

は
な

い
か
」
と
、
新
聞
記
者
団
に

問

い
が
あ

っ
た
。

こ
れ

に
対

し
て

「
十
勝

川
は
、

知

っ
て
の
と
お
り
、

サ
ケ
の

〃
種
川
"

で
あ
る
。

石
狩
川
は
、
水
質
基
準

は
あ

っ
て
も
死

ん
だ
川
。

そ
れ
な
ら
、
デ

ン
プ

ン
工
場
を
全
部
、
石
狩
川

へ

移
し
な
さ

い
。
原
料
芋

の
輸

送
費

は
国

で
負
担
す

る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
問
題
は
な

い
は
ず
だ
」
と

答

え
た
。

年

が
明
け
て
四
十
四
年

二
月
二
十
四
日
。
十
勝

水
産
用
水
汚
濁
防
止
対
策
協
議
会

の
総
会

が
開

か

れ
た
。
席
上

「
第
三
貯
溜
池

が
か
ら

に
な

っ
て

い

た
」
事
実

が
報
告
さ
れ
た
。

こ
ん
な

こ
と
が
あ

っ

て
い
い
は
ず

は
な
か

っ
た
。

第
三
貯

溜
池

の
廃
液

は

一
万
六
千

ト

ン
。
第

一

池

は
、
す
で
に
破
損

し
て
使
用
不
能
。
そ

の
第
三

池

が
、
全
量
札
内
川

へ
流
出

し
て

い
た
と

い
う
。

帯
広
開
発
建
設
部

で
調
べ
て
み
る
と
、
四
十
三
年

十
二
月
十
八
日

か
ら
四
十
四
年

一
月
二
十
七
日
ま

で

の
四
〇
日
間

に
わ
た

っ
て

「
何
時

の
問

に
か
流

出
」

「
発
見
し
た
時
は
、
手

の
ほ
ど

こ
し
よ
う
が

な
か

っ
た
」

の
答
え
。
か
ら
に
な

っ
て
か
ら
、
約

一
ヵ
月
が
過
ぎ
て

い
た
。

ニ
ュ
ー
ス
に
す

る
に
は

あ

ま
り

に
も
間

が
抜

け
て
い
た
。

凍
結
が
流
出
を
う
な
が
す

一
日
平
均
約

四
百
ト

ソ
の
デ

ン
プ

ソ
廃
液
が
、

知
ら

ぬ
問

に
札
内
川

へ
流
れ
込

み
、
帯
広
市
民
は

水
道
料
金
を
支
払

っ
て
、

こ
の
水
を
飲
ん
で
い
た

こ
と
に
な
る
。
そ
の
後

の
調

べ
で
、
被
覆
ポ

リ

エ

チ

レ
ソ
を
風

で
と
ば
な

い
よ
う
に
押
さ
え
て
い
た

袋
づ
め
の
石
五
〇
個

が
、
な
く
な

っ
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
流
出
を
促

し
た

の
は
廃
液

の
凍
結
だ

っ
た
。

第

一
池
破
損

の
原
因

の

一
つ
に
ガ

ス
発
生
が
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
第
三
池

に
は
、
ガ

ス
抜
き
用
の

塩
化
ビ

ニ
ー
ル
パ
イ
プ

(直
径
五

セ
ソ
チ
)
七
本

を
立

て
た
。
廃
液
が
流
出
し
て
水
位
が
低
下
し
、

張

っ
た
氷

の
圧
力
が
、
ビ

ニ
ー
ル
パ
イ
プ

に
加
わ

り
、

こ
れ
が
被
覆
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
を
破

っ
て
し
ま

っ
た
。
大
穴
が
あ

い
た
わ
け
で
あ
る
。
工
事
担
当

者
の
帯
広
開
発
建
設
部
の
担
当
官
1

「責
任
な

い
と
は

い
わ
な
い
が
、
貯
溜
池

の
設
計
は
、
道

が

し
た
も

の
で
私

た
ち
は
、
そ

こ
ま

で
タ

ッ
チ
で
き

な

か

っ
た
」

こ
れ

が
、
南

十
勝
合
理
化
デ

ソ
プ

ン

工
場
騒
動

で
あ
る
。
工
場
は
、

四
十
四
年

か
ら
処

理
量
を
八
○
万
俵
か
ら
百

二
〇
万
俵

に

ふ

や

し

た
。
中
札
内
農
協

の
梶
浦
福
督
組
合
長
か
ら
市
立

お
び
ひ
ろ
動
物
園

に
五
〇
万
円

の
寄
付
が
あ

っ
た

の
は
、
そ
れ

か
ら
間
も
な
く
だ

っ
た
。
五
〇
万
円

で
園
内
に
ウ
サ
ギ

の
城

1ー
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ウ
ー-
が

完
成

し
た
。

(北
海
タ
イ
ム
ス
社
会
部
)
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